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一般会計決算の歳入・歳出
（単位：万円）

※その他依存財源…地方譲与税、地方消費税交付金等
※その他自主財源…繰入金（基金取り崩し）、分担金
　　　　　　　　　負担金、使用料、手数料、財産収入等

※その他…貸付金、維持補修費等

収支状況

歳入決算額 歳出決算額 差引額 翌年度へ繰越すべき財源 実質収支 単年度収支

79億 2,483 万円 77億 5,816 万円 1億 6,667 万円 2,690 万円 1億 3,977 万円 ▲ 2,732 万円

令和２年度　一般会計決算報告

歳入の概要

令和２年度の歳入総額は、７９億２，４８３万円

で、平成３１年度と比較して７億８，１９９万円

（１０．９％）の増加となりました。

主な増減要因

○国県支出金

　１０億６，３３０万円（１９５．３％）

○地方交付税の増加

　１億５０３万円（３．２％）

○その他依存財源の増加

　３，３８２万円（１７．２％）

○地方債発行額の減少

　▲３億７０２万円（▲２７．９％）

○その他自主財源の減少

　▲１億４，４７２万円（▲２０．７％）

歳出の概要

令和２年度の歳出総額は、７７億５，８１６万円

で、平成３１年度と比較して７億９，３４８万円

（１１．４％）の増加となりました。

主な増減要因

○補助費等の増加

　６億５，６６６万円（５２.０％）

○積立金の増加

　１億７５０万円（９６．８％）

○公債費の増加

　７，５６６万円（８.７％）

○普通建設事業費の減少

　▲２億２，５３３万円（▲１７．６％）　

○物件費の減少

　▲３，８２４万円（▲４.３％）
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会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 額

興 学 資 金 基 金 1,641 万円 1,641 万円 0万円

国 民 健 康 保 険 事 業 8億 5,439 万円 8億 4,189 万円 1,250 万円

後期高齢者医療保険事業 2億 5,258 万円 2億 5,177 万円 81 万円

介 護 保 険 事 業 11 億 8,251 万円 11 億 5,263 万円 2,988 万円

小 水 力 発 電 事 業 6,176 万円 6,157 万円 19 万円

下 水 道 事 業 1億 9,330 万円 1億 9,268 万円 62 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 6,719 万円 6,672 万円 47 万円

令和２年度　特別会計決算報告

【基金と町債の平成 31 年度比較】

●基金（貯金）は、平成 31 年度と比較して▲

１，１８６万円減少しました。

●町債（借金）は、平成 31 年度と比較して▲

３億３，１６４万円減少しました。

基 金 名 令和 2年度末

財 政 調 整 基 金 12 億 7,183 万円

減 債 基 金 2億 7,473 万円

ふ る さ と 創 生 基 金 4,037 万円

ふるさと水と土保全対策基金 111 万円

ま ち づ く り 基 金 8億 5,557 万円

地 域 福 祉 基 金 2億 5,104 万円

人 材 育 成 基 金 5,049 万円

ふ る さ と 応 援 基 金 2,288 万円

森林環境譲与税基金 3,345 万円

定額運用
土 地 開 発 基 金 1億　254 万円

興 学 資 金 基 金 4,736 万円

特別会計

小水力発電事業基金 1億 1,002 万円

国民健康保険事業基金 4,983 万円

介護給付費準備基金 463 万円

合　　計 31 億 1,585 万円

事 業 債 名 令和 2年度末

一 般 会 計 事 業 債 83 億 5,665 万円

下 水 道 事 業 債 17 億 4,780 万円

農業集落排水事業債 3億 3,921 万円

水 道 事 業 債 12 億 6,488 万円

合　　計 117 億　854 万円

基金（貯金）の状況 町債（借金）の状況

収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 2億 2,813 万円 2億 1,614 万円

資 本 的 収 支 1億 3,721 万円 1億 8,543 万円

令和２年度　水道事業会計決算報告

（消費税含まない）

（消費税含む）

※表示未満について四捨五入等の調整をしてい

ますので、合計額が一致しない場合があります。

※水道事業は企業会計（複式簿記）です。
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令和 2年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の公表について

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」により、地方公共団体は財政健全化に役立て

るため、４つの健全化判断比率（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、

④将来負担比率）と、水道や下水道などの公営企業ごとに資金不足比率を公表することが義

務付けられています。

　これらの比率のいずれかが「早期健全化基準」以上となると、「早期健全化計画」を策定し、

自主的な改善を行う必要があります。

　算定の結果、令和２年度決算に基づく比率は、全ての項目で早期健全化基準を下回りまし

た。

　吉賀町の健全化判断比率と資金不足比率は次のようになっています。

健全化判断比率

【資金不足比率】　水道や下水道といった公営企業会計における資金不足額の、公営企業の事

業規模である料金収入に対する比率です。令和２年度決算では資金不足比率は生じません。

このため「－」で表示しています。

資金不足比率

【実質赤字比率】

　一般会計等における実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。令和２年度決算では実

質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【連結実質赤字比率】

　地方公共団体全体を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。令和２年度

決算では全会計を対象とした実質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【実質公債費比率】

　一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率で、３ヵ年の平均を使用

しています。平成３０年度から令和２年度の３ヵ年の平均で、７．０％となり早期健全化基

準を下回っています。

【将来負担比率】

　一般会計等が将来的に負担する負債額から、その償還に充てることができる基金等を控除

した額の標準財政規模に対する比率です。令和２年度決算では５３．８％となり早期健全化

基準を下回っています。

区分 Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２ 早期健全化基準

実質赤字比率 ― ― ― 　１５．０

連結実質赤字比率 ― ― ― 　２０．０

実質公債費比率 　５．８ 　６．２ 　７．０ 　２５．０

将来負担比率 ５３．７ ６９．０ ５３．８ ３５０．０

区分 Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２

水道事業会計 ― ― ―

小水力発電事業特別会計 ― ― ―

下水道事業特別会計 ― ― ―

農業集落排水事業特別会計 ― ― ―

（単位：％）

（単位：％）
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家屋滅失（解体等）新築・増築・改築家屋の調査について

家屋滅失について

　住宅や倉庫などの家屋の全部または一部を取り壊したときは、手続きが必要です。必ず取

り壊した年の年末までに手続きをしてください。

※固定資産税は、毎年 1月 1日（賦課期日）現在の状況で課税されます。そのため、家屋を

取り壊した翌年度（令和４年度）から課税されなくなります。取り壊しを行った年度につい

ては、そのまま課税となりますのでご了承ください。

１．登記がされている家屋を取り壊した場合

法務局で建物滅失登記の申請をしてください。

（滅失登記が完了すると法務局から登記された旨が吉賀町役場へ通知されますので、役場で

の手続きは必要ありません。）

※滅失登記については、法務局へお問い合わせください。

滅失登記の申請が１２月末日までに間に合わない場合は、「家屋滅失届」を税務住民課（六

日市庁舎）又は柿木地域振興室（柿木庁舎）まで提出してください。

２．登記されていない家屋を取り壊した場合

　家屋を取り壊したら、「家屋滅失届」を税務住民課（六日市庁舎）又は柿木地域振興室（柿

木庁舎）まで提出してください。家屋滅失届に基づき現地確認を行い、翌年度の課税対象か

ら除きます。

　住宅を取り壊した場合、土地に対する固定資産税の税額が変わる場合があります。住宅が

建っている土地（住宅用地）は、「住宅用地に対する課税標準の特例」が適用され、固定資

産税が減額されています。そのため、住宅を取り壊すと、その特例の適用から外れることに

なります。

新築・増築・改築家屋の調査について

　令和４年１月１日までに、家屋（倉庫・車庫等含む）を建築された方は、令和４年度より

固定資産税が課税されます。

　そのため、吉賀町では、新築、増築、改築の調査を行っています。この調査に基づき家屋

の評価をしておりますので、ご協力をお願いいたします。

　また、所有家屋が課税漏れとなっている場合は、税務住民課（六日市庁舎）までご連絡お

願いいたします。

問い合わせ先

吉賀町役場　税務住民課

☎０８５６‐７７－１１１３



広報よしか　2021 年 11 月号　№ 193　　6

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

戸別受信機とは

　家の中などの屋内で、防災行政無線の放送を聴く

ための機器です。

　防災行政無線では、緊急情報（地震や大雨、土砂

災害警戒情報、国民保護情報等）のほかに、「火災

に関する情報」、「熊の出没情報」「サイレン・チャ

イム」などを放送しています。

　戸別受信機は、コンセントからの電源と電池を併

用していますので、停電時においても、一定時間は、

放送を聴くことができます。

　町では、令和４年３月の完了に向け、防災行政無線設備整備工事を進めています。

この工事では、戸別受信機の設置（更新・新設・増設）を行っていますが、これまで使用して

いる戸別受信機は、工事完了後には、受信が出来なくなるため、放送を聞くことが出来なくな

ります。

　この戸別受信機の設置（更新・新設・増設）については、設置に係る日程調整等のため、

「吉賀町防災行政無線戸別受信機設置申込書」の提出が必要となります。

　まだ申込みをされていない方は、至急申込書を提出していただきますようお願いします。

　１１月１日以降に申込みをされた場合は、工事の工程上、今年度中（令和４年３月まで）に

戸別受信機の設置ができない場合がありますので、早めに提出をお願いします。

　ご不明な点がございましたら、下記の連絡先へお問い合わせください。

吉賀町防災行政無線戸別受信機設置の申込みをお願いします

事業所も戸別受信機設置（更新・新設・増設）の申込みが必要です

　事業所（事務所・店舗等）についても、戸別受信機の設置（更新・新設・増設）につ

いては、設置に係る日程調整等のため、「吉賀町防災行政無線戸別受信機設置申込書（事

業所用）」の提出が必要となります。

　「戸別受信機の設置について」及び「吉賀町防災行政無線戸別受信機設置申込書（事

業所用）」は、吉賀町ホームページに掲載しておりますので、ご確認ください。

問い合わせ先

吉賀町防災行政無線整備工事に関すること

吉賀町役場　総務課　☎０８５６‐７７－１１１１

戸別受信機設置作業（日程調整など）に関すること

西日本電信電話株式会社　吉賀町現場事務所　☎０８５６－７３－７３７７
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住宅用火災警報器についてお知らせ

　平成１８年６月１日から住宅用火災警報器の設置が義務化され、益田広域

管内でも設置普及率は高まっています。

　義務化から１０年以上が経過し、住宅用火災警報器の設置時期によっては、

　六日市分遣所・柿木分遣所でも期間中に防火パレードや立入検査、防ぎょ訓練などを実施す

る予定です。

　これから冬にかけて空気が乾燥し、火災の起こりやすい気象条件となります。また、暖房器

具を使う機会が増える時期です。火災はちょっとした気のゆるみや不注意から発生することが

多いので十分に注意しましょう。また、やむを得ず刈草などを焼却する際には、事前に分遣所

へ届出をお願いします。（※野焼きは一部例外を除き法律で禁止されています）

秋の全国火災予防運動が始まります

令和３年１１月９日【火】～

　　　　　　令和３年１１月１５日【月】
２０２１年度の全国統一防火標語は

「おうち時間　家族で点検　火の始末」です。

この標語のもと「秋の火災予防運動」が全国一斉に実施されます。

電池切れなどの機種が出てくることが考えられます。警報器のランプが点滅したり、警報

音が鳴るなどの交換サインが出たときは、速やかに交換するようにお願いします。

　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなく

なることがあるため、おおむね１０年を目安に交換をお願いします。

（電池の交換、購入についてはメーカーや購入店にお問い合わせください）

問い合わせ先

六日市分遣所　☎　７７‐０１６２　柿木分遣所　☎　７９‐２２０１

益田広域消防本部ホームページ　ＵＲＬ　http://www.fd-masuda.net/　

【任命】　令和３年１０月１日付け

　　吉賀町消防団

　　　　　団長　　河野　安秀

任期　２年 (令和３年１０月１日～令和５年９月３０日 )

吉賀町消防団人事

　任期満了に伴い、吉賀町消防団より推薦を受けた河野団長に岩本町長より辞令が交付さ

れました。
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手作りのぼり旗で交通安全を啓発

　下須地区青年会の三和会と下須子ども会が、秋の全国交

通安全運動（９月２１日から９月３０日）の啓発活動の一

環として、交通事故根絶の願いを込めたのぼり旗を作製し

ました。こののぼり旗は、子供たちが描いた絵を印刷した

手作りで柿木地域の国道１８７号沿に３か所掲げ、ドライ

バーの皆さんに対して交通安全、交通事故防止を広報しま

した。

交通事故防止機器の寄贈について

　９月３０日、島根県農業協同組合西いわみ地区本部、全国共済農業協同組合連合会島根県本部、(一財 )

島根県農協共済福祉事業団の３団体の代表として来庁され、ＪＡしまね西いわみ地区本部常務理事の田

村清己本部長から、道路反射鏡１基、ポールコーンガイド５本が寄贈さ

れました。

　寄贈品に添えられた趣意書には、「交通事故防止活動に役立ち、人命

保護と被害軽減に寄与するため」という思いがつづられていました。寄

贈を受け岩本町長も「町内での交通事故防止のため活用させていただき

ます」と交通事故防止に対する願いをより強くしていました。

悪い出し方で特に目立つもの

鹿足郡リサイクルプラザコラム　「缶類の出し方に注意」

　今回は、缶類の出し方についてお願いがあります。ルールを守って出している方がほと

んどなのですが、一部ルールを守らずに出している方がおられます

鹿足郡リサイクルプラザ　☎０８５６－７７－１５６８

問い合わせ先

正しい出し方で収集日に出して頂きますよう、ご協力をお願いします。

○空き缶の中にたばこの吸い殻や異物などを入れて出す。

○中身の入っているものを出している。（缶詰めやスプレー缶など）

○鍋やフライパンなど粗大ごみを入れて出している。

缶類の正しい出し方

○中身を使い切って洗って出す。

　（スプレー缶などは、使い切っていれば穴を開けなくてもよい。）

○空き缶の中にたばこの吸い殻など別のものを入れて出さない。

○鍋やフライパンなど大型の金属ごみは粗大ごみで出す。
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宝くじ公式サイトでも購入できます
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１１月１１日から１７日は「税を考える週間」です

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めてい

ただくために、毎年１１月１１日から１７日を「税を考える週間」として、ホームページ

等で様々な情報を提供しています。

テーマ「くらしを支える税」

益田税務署　 ☎０８５６－２２－０４４４問い合わせ先

　令和５年１０月１日から導入される「インボイス制度」

では、適格請求書発行事業者（登録事業者）のみが適格

請求書（インボイス）を交付することができます。

インボイス制度（登録申請）

令和３年１０月１日から登録申請受付開始

令和 3年 10 月 1 日 令和 5年 3月 31 日 令和 5年 10 月 1 日

登録申請書の

受付開始

インボイス制度

の導入

　登録事業者になろうとする事業者の方は「適格請求書

発行事業者の登録申請書（登録申請書）」の提出が必要

です。

　登録申請書提出後、税務署から登録番号などの通知が

行われます。

インボイス制度

　売手である登録事業者は、買手

である取引相手（課税事業者）か

ら求められたときは、インボイス

を交付しなければなりません。

マイナポータル連携

①年末調整手続

②確定申告手続

国税庁が提供する年末調整

控除申告書作成用ソフトなど

検算等の作業が簡素化

書類の保管不要
マイナポータル 従業員

給与担当者メールなどで送信

納税者マイナポータル

e-Tax で送信

データを確定申告書の所定

の項目に自動入力

詳しくはこちら➡

１１月は児童虐待防止推進月間です

児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」とは

　虐待かもと思った時などに、すぐに児童相談所に通告・相談ができる全国共通の電話番号

です。「児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」」にかけるとお近くの児童相談所につながり

ます。通告・相談は、匿名で行うこともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密

は守られます。
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（仮称）西中国ウインドファーム事業（風力発電事業）に係る計画段階配慮書の縦覧について

対象事業 （仮称）西中国ウインドファーム事業

【発電出力：最大 14 万 1,900k Ｗ（4,300k Ｗ× 33 基）】

　環境影響評価法に基づき、「（仮称）西中国ウインドファーム事業　環境影響評価計画段階

環境配慮書」を縦覧に供するとともに、意見を募集します。

事業者名 電源開発株式会社

事業区域 吉賀町・周南市・岩国市の行政境付近

縦覧期間 令和３年１１月９日(火)～令和３年１２月８日(水)

縦覧場所 吉賀町役場本庁舎税務住民課および柿木庁舎柿木地域振興室の窓口

（土・日・祝日を除く８時３０分～１７時１５分）

※事業者の以下ウェブページでも閲覧できます

https://www.jpower.co.jp/sustainability/environment/assessment/wind.html

意見・質問の

提出方法

　住所、氏名、電話番号、意見・質問をご記入の上、縦覧場所に設置の意見

箱または下記提出先に郵送で提出してください。

○提出先　電源開発株式会社　〒 104-8165　東京都中央区銀座 6-15-1

※１２月８日 (水 )当日消印有効

※電話による意見の提出は受け付けておりません。

〇事業者連絡先

　電源開発株式会社 風力事業部 陸上開発室（橋口・斎藤）

　☎０３‐３５４６－９６００（平日９時～１７時）

季節性インフルエンザを今年も予防しましょう！

　１０月から、今年も各医療機関で季節性インフルエンザワクチン接種の予

約受付が始まりました。

　昨年は、新型コロナウイルス感染拡大に伴うインフルエンザの感染拡大が

危ぶまれましたが、新型コロナウイルス感染拡大予防対策がインフルエンザ

の感染拡大に効力を発揮して非常に少ない感染で終わりました。今年は、昨

年インフルエンザに感染しなかったため抗体をもたない人が多い状況がある

ので、感染拡大には注意が必要！との見解を示す専門家もいます。しかし、昨年私達が経験し

たように、外出後等のこまめな手洗いやうがいの励行、マスクの着用、密を避ける、換気をこ

まめにする、不要不急の外出を避ける・・等の予防行動を継続すれば、今年の冬のインフルエ

ンザ感染も予防できると思います。もちろん、ワクチン接種も重要です、早めに済ませましょう。

　新型コロナウイルス感染拡大の脅威は依然続いており、冬に向けての第６派襲来に向けても

警戒が必須です。いまや生活習慣として定着した感染拡大予防行動を緩めることなく、インフ

ルエンザ感染拡大もめざしましょう。
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アンケート対象者及び回収率は？

　「６５歳以上の方がおられる町内の世帯」について、ランダムに抽出した１，４８５件に

アンケート調査を依頼し、そのうち１，０５７件を回収しました。（回収率７１．２％）

　以下が回答者の「性別」、「年代」及び「住居地区」の割合です。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止により外出を控え、在宅で過ごされる高齢者が多く

なっている状況の中、ここ数年の猛暑により熱中症で高齢者が救急搬送されるケースが全国

的にも増加している状況があります。

　都会地と比較しても吉賀町は比較的過ごしやすい気候ではありますが、気象庁のデータか

らみる今年の吉賀町の月別最高気温は７月が３４．８℃、８月が３６．３℃を記録しており、

過去１０年間をみても上位の結果となっています。

　今後も、地球温暖化等により年々暑くなることが予想されることも踏まえ、「高齢者等の

熱中症事故を防ぐための基礎資料」とするためのアンケート調査を実施しましたので結果の

一部についてお知らせします。

高齢者の熱中症対策に関するアンケート結果（１／３）

性別 年代 住居地区

熱中症について

　今までに「熱中症と診断されたことがない」と回答された方が大半の８７．８％でしたが、

「ある」と回答した方が１０．７％（１１３件）で、そのうち「屋内で熱中症となった」と

回答した方が３３．６％（３８件）ありました。

熱中症と診断されたことは？ 熱中症になった場所は？
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エアコンの設置状況について

　住んでいる家屋に「エアコンが設置されている」と回答された方が８８．８％でしたが、

「設置されていない」と回答した方も１０．６％（１１２件）ありました。また、暑かった

時期に「エアコンを使用した」と回答した方は「頻繁に」、「少し」と合わせて８６．２％

でありましたが、反対に「使用しなかった」と回答した方はあわせて１１．８％（１１１件）

ありました。

　「設置台数」については、「複数台設置」が全体の７割、「１台のみ設置」が全体の３割

という回答結果となりました。

高齢者の熱中症対策に関するアンケート結果（２／３）

家屋にエアコンは？ ７月以降に使用しましたか？ 設置台数は？

　「エアコンを設置していない理由」については、「購入費用が負担できない」、「電気代を

節約したい」と費用面で回答された方が合計で２２．７％あり、「設置に係る費用助成の利

用」について「設置費用が半額になれば利用したい」及び「少しでも助成があれば利用し

たい (1/3 程度 )」が合わせて４７．３％の回答がありました。一方で、「費用助成は利用

しない」及び「わからない」という回答についても、あわせて５０．９％と半数以上回答

がありました。

エアコンを設置していない理由は？

設置に係る費用助成の利用は？
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自由意見について

　回答者自身の熱中症対策や熱中症に関する疑問・質問、エアコンのメリット・デメリッ

トや設置費用の希望など、様々な意見がありました。その中の一部をご紹介します。

高齢者の熱中症対策に関するアンケート結果（３／３）

○ペットボトル３～４本にお茶を入れ常に手の届く所

に置いています。時間を決めて水分補給タイムを取り、

１日に１，５００ml は飲んでいます。（６０代女性）

○年を重ねるとトイレに行く回数が多くなり、水分補

給の量が減っていく。１日にどの位の水分量を補給す

ると熱中症を防ぐことができますか？（６０代男性）

○エアコンと扇風機を活用し有効に使っています。屋

外作業では広い麦わら帽子等で遮熱に心掛けていま

す。（８０代男性）

○エアコンが設置されていても電気代が気になるので

扇風機で対応している。また、エアコンの冷風は体に

とって負担に感じるので窓を開放し、よしずを取り入

れている。（７０代男性）

○コロナ禍ではあるし年々気温上昇になります。助成

がでれば設置家庭も増えると思います。（７０代女性）

～吉賀の未来戦略検討会議～

　第２期吉賀町総合戦略の策定にあたり、地域のみなさんと一緒にまちづくりについて考える

「吉賀の未来戦略検討会議」を、町内５箇所で開催しました。

　はじめに「あなたの住む地域の現在・未来」として、公民館区ごとの人口の将来予想などの

統計データの共有を行った後、「移住者に聞く吉賀町の姿」として町外からの移住者の方に吉

賀町の魅力や移住の決め手などについてお聞きしました。移住者の方からは、「はじめて吉賀

町に来たとき景色に感動した」、「家庭菜園で自分が食べる野菜を作ることは都会の人からみる

とすごいこと」といったお話を伺うことができました。

　その後「地域資源を考えよう」をテーマにグループワークを実施し、地域の資源を出し合っ

てその活用アイデアを考えました。高校生が参加してくださった会場もあり、幅広い年代の参

加者で意見交換することができました。「身近に魅力的な人がたくさんいるので、図鑑をつくっ

てはどうか」「今回のような会議も子供から大人までみんなが気軽に参加できるような仕掛け

がつくれないか」といったような斬新なアイデア

がたくさん出されました。

　みなさんからいただいたアイデアは、総合戦略

の策定に活用させていただきます。

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

町内５各地で開催されました
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日 月 火 水 木 金 土
まちかどメッセージ 1 2 3 4 5 6
 鹿足郡内の四季折々
 の風景を番組が放送
 されていない時間帯
 にお送りしています
 お住まいの地域で放
 送してほしい景色・
 風景などありました
 らお知らせください

津和野町９月議会
初日 9：00～

津和野町９月議会 
二日目 9：00～

吉賀町９月議会 
初日 9：00～

吉賀町９月議会 
二日目 9：00～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね
【１０月号】

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編２～

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

※議会終了後

●ニュース・サン
　ネット総集編
  【10月放送分】
 17：00～ 
 20：00～

※議会終了後

●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座 【10月号】
●出雲のほそ道 
   【10月号】

※議会終了後
●あいラブせん
　りゅう(宮城) 

●気仙沼めっけ
　(宮城)

※議会終了後
●お地蔵
　ものがたり
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　　楽しみ方ガイド～

7 8 9 10 11 12 13
6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

9：00
◎第39回つわぶき
　少年野球大会

9：00
●はじめての
　菜園生活。 

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●県立中央病院  
　えにし

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
【人情はぐくむ商店街】
10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
【産声きこえる城下町】

6：00 
●ニュース
　サンネット

14 15 16 17 18 19 20
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎JAカップ島根県
　学童軟式野球
　選手権大会
　全試合放送

9：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座 【10月号】
9：30
●出雲のほそ道
 【１１月号】

9：00
●いい伊豆
　みつけた(静岡) 

9：30
●ふるさと歴史
　発見！(静岡)

9：00
●消費者ネット
　しまねの「消費者
　ニュース」
9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　楽しみ方ガイド～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね【１１月号】

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編３～

6：00 
●ニュース
　サンネット

21 22 23 24 25 26 27
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎少年の主張
　島根県大会

9：00
●はじめての
　菜園生活。 

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●しまねの健康
　 づくりプラス１
　【糖尿病編】
9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
【人情はぐくむ商店街】
10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
【産声きこえる城下町】

6：00 
●ニュース
　サンネット

28 29 30 毎週 月曜日～金曜日 島根県議会定例会「生放送」
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎日本ケーブル
　テレビ大賞
【グランプリ作品】
10：00
◎日本ケーブル
　テレビ大賞
【準グランプリ作品】

9：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座 【１１月号】
9：30
●出雲のほそ道
 【１１月号】

■みんなでラジオ体操
 時　間    6：00、7：00、7：30、8：00、8：30
 ☆参加していただける団体を募集します

 ■みんなのつわの体操
 時　間    みんなでラジオ体操終了後
　　　　 6：30、15：00、15：30
　　　    16：00、16：30
 ☆テレビの前で楽しくできる介護予防体操

 112ｃｈで島根県議会定例会本会議の

 模様を放送します

 ◆放送日時◆ 午前１０時～ 放送開始
 　１１月２５日（木）　開会
 【１１２ｃｈの視聴方法】
 ■リモコンの “11” を押しチャンネルを

    111chに合わせた後、チャンネルボタンの 

    “上矢印 または ＋ ”を１回押す

特別番組 ケーブルセンター受付時間

    第３９回つわぶき少年野球大会

       放送日時　１１月８日（月）9：00 ～ 

　　  鹿足郡内のチームの試合のみ放送します 

  JAカップ島根県学童軟式野球選手権大会
   放送日時　１１月１５日（月）9：00 ～ 

　７月３０日・８月１日に行なわれた全試合を放送します 

サンネットにちはら 
Tel 74-2099/Fax 74-2667 

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

  　　　　　　　 令和３年度　少年の主張島根県大会

       放送日時　１１月２２日（月）9：00 ～　（２時間毎　※１５：００からを除く）

　　  県内各地区の中学校から選出された代表生徒 16 名が、日頃考えたり感じたりしていることを発表します

特

字

字 字

字 字

字

字

字

字

再 再

特

再 再

特

字

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ●３Hごとに放送  ●４Hごとに放送         再放送　　特別番組 
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

再 特1111 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２1



保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー
「 私たちの健康は私たちの手で」

食育 保育所の食育活動
　７月号から４回にわたり町内保育所で実践している食育について、各保育所で作成していただ

いた取り組みをご紹介します。今月は六日市保育所の取り組みをご紹介します。
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みそ汁つくり

みそ汁のできあがり

野菜を切ってるよ

いりこと昆布でだしづくり

みんなで
スイッチ ON

味噌づくり

六日市加工所の方と一緒に

クッキング
（カレー作り）

みんなでいただきます

カレーの具を

炒めるよ

年長さんがみんなの

配膳をしました

鍋に水を入れて
塩と米麹をまぜます

社会福祉法人

六日市保育所



子育て世代

包括支援センター ぴよぴよ だより

　町内の保育所や子育てサロン、子どもの育ちに関することをお伝えしていきたいと思います。

今月は

双葉保育所

です。

園名　社会福祉法人吉賀町双葉保育所

住所　吉賀町樋口 113 番地 1

電話（Fax）　0856 － 77-1561

e-mail　nikoniko@sun-net.jp

  ☆ホームページもごらんください！☆

保健だより
健康・食育・予防

＊遊ぶの大好き　　＊絵本大好き

＊食べるの大好き　＊歌うの大好き

＊お散歩大好き　　＊踊るの大好き

　　＊みんなでいっしょ大好き

大好きがいっぱい
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１１月は乳幼児突然死症候群（SIDS）
対策強化月間です

　令和元年のＳＩＤＳによる死亡数は、全国では７８件で、乳幼児の死亡原因の上位を占め

ています。また、島根では、平成２２年から令和元年の１０年間に１８人の赤ちゃんがＳＩ

ＤＳによって亡くなっています。

　厚生労働省は、１２月以降の冬季にこの病気が発生する傾向が高いことから、１１月の１

か月間をＳＩＤＳ対策強化月間としています。

保健だより
健康・食育・予防

　ＳＩＤＳの予防方法は確立していませんが、以下の３つのポイントを守る事によ

り、ＳＩＤＳの発症率が低くなるというデータがあります。

守ってほしい３つのポイント
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（参考）厚生労働省ＨＰ、島根県ＨＰ

乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）とは．．．

　何の予兆や既往歴もないまま、睡眠中に赤ちゃんが死に至る原因の分からない病気。

　（窒息などの事故とは異なります。）

　できるだけ母乳で育てましょう

　母乳育児が赤ちゃんにとっていろいろな点で良いことは

よく知られています。ただし、ミルクが悪いものというわ

けではありません。保護者さんと赤ちゃんにとってより良

い方法を心がけましょう。

　タバコをやめましょう

　タバコはＳＩＤＳ発症の大きな危険因子です。ＳＩＤＳ

以外にも、妊婦さんや赤ちゃんにとって良くない影響を及

ぼします。身近な人の理解も大切ですので、日ごろから喫

煙者に協力を求めましょう。

　１歳になるまでは、寝かせる時はあおむけに寝かせま

しょう

　ＳＩＤＳは、うつぶせ、あおむけのどちらでも発症しま

すが、寝かせる時にうつぶせに寝かせた時の方がＳＩＤＳ

の発症率が高いことが研究者の調査から分かっています。

　医学上の理由でうつぶせ寝を勧められている場合以外

は、あおむけに寝かせましょう。



　
　今

月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

一
面
に
広
が
る
、
赤
や
黄
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
。
美

し
く
色
づ
い
た
落
ち
葉
を
見
つ
け
て
思
わ
ず
拾
っ
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

せ
っ
か
く
で
す
か
ら
、
持
ち
帰
っ

て
家
で
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
押
し
葉
に
し
て
栞
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
り
、
フ
レ
ー
ム
に
入
れ
て
飾
っ
た
り
。
手
紙
に

同
封
し
て
も
素
敵
で
す
ね
。
き
れ
い
に
洗
っ
て
乾
か
せ
ば
、

お
料
理
の
飾
り
に
も
使
え
そ
う
。
日
本
は
、
国
土
の
七
割

が
森
林
。
気
温
の
差
も
あ
り
落
葉
樹
の
種
類
も
豊
富
。
そ

の
美
し
さ
は
世
界
有
数
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
こ
ろ
の
日
曜
日　
　
　
　
　
　
　

菅
野
泰
蔵

ツ
レ
が
う
つ
に
な
り
ま
し
て
。　
　

細
川
貂
々

も
の
忘
れ
は
治
る
！　
　
　
　
　
　

奥
村　

歩

一
分
間
だ
け
伸
ば
せ
ば
い
い　
　
　

佐
藤
義
人

サ
ラ
ダ
ス
ム
ー
ジ
ー　
　
　
　
　
　

松
尾
み
ゆ
き

お
う
ち
で
エ
ス
テ
！　
　
　
　
　
　

小
幡
有
樹
子

絵
本
で
楽
し
む
孫
育
て　
　
　
　
　

草
谷
桂
子

き
み
は
い
い
子　
　
　
　
　
　
　
　

中
脇
初
枝

ノ
ー
ス
ラ
イ
ト　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
秀
夫

ジ
ョ
ー
カ
ー
・
ゲ
ー
ム　
　
　
　
　

柳　

広
司

き
の
う
の
影
踏
み　
　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月

永
い
言
い
訳　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川
美
和

さ
さ
み
み
さ
さ
め　
　
　
　
　
　
　

長
野
ま
ゆ
み

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
に
つ
い
て
】

　

10
月
23
日
よ
り
恒
例
の
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ

ア
―
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
保
育
所
園
児
の
み

な
さ
ん
が
描
い
た
感
想
画
の
展
示
、
昨
年
の
雑
誌
や

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
本
の
古
本
市
で
す
。

　

11
月
７
日
ま
で
館
内
の
多
目
的
室
に
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
を
し
つ
つ
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
秋
の
読
書
週
間
　
展
示
紹
介
】

　

10
月
27
日
～
11
月
９
日
ま
で
秋
の
読
書
週
間
に

な
り
ま
す
。
今
年
の
標
語
は
「
最
後
の
頁
を
閉
じ

た　

違
う
私
が
い
た
」
で
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
昨
年
の
「
心
が
動
い
た
私
の
一

冊
」
応
募
作
品
か
ら
数
点
を
選
び
児
童
・
生
徒
の
み

な
さ
ん
が
描
い
て
く
れ
た
作
品
と
紹
介
し
た
本
を
並

べ
ま
す
。
他
に
も
「
本
」
や
「
図
書
館
」
が
お
話
に

で
て
く
る
図
書
な
ど
も
集
め
て
み
ま
し
た
。
場
所
は
、

入
口
付
近
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
受
付
前
の
ミ
ニ
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
も
い
ろ
い
ろ
な

本
が
並
ん
で
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより

 ≪ベスト・リーダー！９月≫

　　書　　　名　　　　　　　著　　者

「美人をつくる発酵食レシピ」　小石原はるか 著

「九十八歳。戦いやまず日は暮れず」

　　　　　　　　　　　　　 佐藤　愛子　著

「罪の因果性」　　　　　　　 横関　大　　著

「白鳥とコウモリ」　　　　　 東野　圭吾　著

「うらぼんの夜」　　　　　　 川瀬　七緒　著

≪図書館利用状況９月≫

●貸出総数３，２２６冊

●貸出人数　 ４７５人

●来館者数　 ６１１人

町立図書館・柿木公民館

 [ 図書館の休館日 ]

・毎月曜日と祝日

・11 月 24 日（水）

　図書整理のため

 [ 図書返却について ]

・町内の返却ポストは、

　柿木・七日市公民館
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トピックス

　

９
月
27
日
、
真
田
地
区
に
あ
る
正
国
公

園
で
彫
刻
「
風
路
」
の
除
幕
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
彫
刻
は
第
28
回
Ｕ
Ｂ
Ｅ
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
に
出
展
さ
れ
た
作
品
で
吉
賀
町
賞

を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。
こ
の
度
、
作
者

川
村
秀
彦
氏
よ
り
寄
贈
を
受
け
、
設
置
を

行
い
ま
し
た
。
除
幕
式
に
は
篠
﨑
圭
二
宇

部
市
長
を
は
じ
め
、
島
根
県
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
花
岡
副
セ
ン
タ
ー
長
ら
に
ご
参
列

い
た
だ
き
、
地
元
か
ら
七
光
保
育
所
幼
児
、

七
日
市
小
学
校
児
童
ら
約
30
人
が
風
船
を

飛
ば
し
、
お
披
露
目
を
行
い
ま
し
た
。

　

彫
刻
は
大
理
石
製
で
、
高
さ
約
３
．
８

ｍ
、
重
さ
約
６
ト
ン
。
作
品
イ
メ
ー
ジ
は

太
古
か
ら
吹
き
続
け
る
風
や
波
が
形
作
っ

た
景
観
と
、
梅
雨
時
の
樹
木
の
吸
い
上
げ

る
水
の
動
き
を
表
現
。
川
村
氏
は
「
川
が

近
く
、
自
然
豊
か
な
吉
賀
町
の
風
土
に
な

じ
み
、
彫
刻
と
人
が
触
れ
合
え
る
場
所
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

彫
刻
「
風
路
」
除
幕
式

　

９
月
19
日
（
日
）
に
サ
ク
ラ
マ
ス
交
流

セ
ン
タ
ー
の
県
外
生
徒
３
名
と
「
よ
し
か

塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の
講
師
も
含
め
た
吉
賀
高

校
教
員
６
名
で
大
井
谷
の
棚
田
で
稲
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
棚
田
は
、
今
年
度
か
ら
吉
賀
高
校

地
域
ク
ラ
ブ
が
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
の
田
植
え
は
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
を
受
け
て
中
止
と
な
り
、
や
む

を
得
ず
地
元
の
方
に
お
願
い
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
事
を
知
ら
さ
れ

た
生
徒
は
、
自
分
達
の
田
ん
ぼ
の
稲
を
刈

る
と
い
う
ま
た
一
味
違
っ
た
思
い
で
稲
刈

り
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

鎌
を
持
つ
の
も
人
生
で
初
め
て
の
経
験

の
中
で
、
棚
田
を
管
理
し
て
お
ら
れ
る
地

元
の
方
々
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
稲
刈
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
雨

で
、
ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
に
足
を
取
ら

れ
、
長
靴
が
脱
げ
た
り
し
り
も
ち
を
つ
い

た
り
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
約
１
時

間
か
け
て
１
枚
の
田
ん
ぼ
を
刈
り
上
げ
ま

し
た
。

　

ハ
ゼ
干
し
は
、
谷
か
ら
の
風
向
き
で
ハ

ゼ
の
方
向
が
決
ま
っ
た
り
、
刈
っ
た
稲
を

大
井
谷
の
棚
田
で
稲
刈
り
体
験
！

支
援
室
だ
よ
り

吉
高

交
互
に
広
げ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

ハ
ゼ
に
か
け
た
り
と
、
昔
か
ら
の
様
々
な

知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
体
で
感
じ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
で
き
あ
が
っ
た
お
米
を
使
っ
て

地
域
の
方
と
の
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
い
い
な
あ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
吉
賀
町
な
ら
で
は
の

活
動
が
あ
れ
ば
た
く
さ
ん
の
生
徒
に
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
「
吉
賀
町
」
を
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

賀

校

話題・できごと

　《
寄
稿
》

通
販
の
妄
想

竹
中　

和
博

　

通
販
カ
タ
ロ
グ
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
々
で

買
物
さ
れ
て
い
る
方
が
、
最
近
増
々
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。
私
の
所
も
そ
の

よ
う
で
す
。

　

見
て
い
る
と
中
々
面
白
い
事
に
気
付
き
ま
し

た
。
片
方
で

「
便
利
で
手
軽
で
腰
や
肩
に
負

担
を
掛
け
ず
大
変
楽
に
出
来
ま
す
」
、
こ
ん
な

宣
伝
文
句
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
庭
木
の
剪
定

に
は
、
電
動
ノ
コ
ギ
リ
、
風
呂
掃
除
に
は
、
電

動
ブ
ラ
シ
と
言
っ
た
具
合
に
…
。
確
か
に
こ
う

し
た
器
具
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
年
と
共
に
、
若
い
頃
は
何
ん
な
く
出

来
て
い
た
仕
事
、
動
作
が
辛
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
間
違
い
な
く
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
こ

う
し
た
楽
々
グ
ッ
ズ
を
見
る
と
つ
い
つ
い
目
が
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
逆
に

「
体
を
動
か
す
こ
と
」

運
動
の
補
助
と
な
る
器
具
の
広
告
も
目
立
っ
て

い
ま
す
。

　

片
方
で
は
動
か
な
く
て
も
よ
い
、
も
う
一

方
で
は
、
も
っ
と
も
っ
と
動
か
そ
う
と
い
う
。

又
、
食
べ
物
で
も
そ
う
で
す
。
食
べ
物
の
体
に

い
い
所
だ
け
詰
め
込
ん
だ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど

数
々
、
こ
ん
な
話
を
聞
く
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

「
じ
ゃ
、
こ
れ
を
食
べ
、
こ
う
い
う
器
具
の
お
世

話
に
な
り
、
こ
ん
な
運
動
を
し
て
い
れ
ば
皆
ん

な
百
歳
ま
で
元
気
に
生
き
ら
れ
る
」
と
で
も

言
っ
て
い
る
様
で
す
が
、
突
き
詰
め
れ
ば

「
不

老
不
死
」
の
も
の
が
将
来
出
来
る
と
い
う
の
か
？

極
端
な
推
測
で
す
が
皆
さ
ん
も
、
自
分
に
合
っ

た
も
の
を
、
賢
く
使
っ
て
、
楽
に
、
し
か
も
自

分
の
出
来
る
こ
と
は
極
力
自
分
で
と
言
う
こ
と

を
心
掛
け
て
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。
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《
短
歌
》

蝉
の
声
何
時
か
途
絶
え
て
深
み
行
く

　
　

秋
色
の
風
稲
穂
ゆ
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

秋
祭
り
笛
や
太
鼓
の
集
い
な
く

　
　

神
事
あ
る
だ
け
来
客
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

色
褪あ

せ
し
幼
き
頃
の
我
が
写
真

　
　

継つ

ぎ
接は

ぎ
の
服
に
母
を
し
偲し

の

ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用

い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
作
品

は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意

味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
《
俳
句
》

名
月
や
曇
の
間
に
間
に
顔
を
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

コ
ン
バ
イ
ン
に
添
ひ
注
連
藁
を
括
れ
る
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

新
米
に
山
の
物
添
へ
送
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

つ
き
し
ろ
や
嶺
々
の
高
き
を
今
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

崖
縁
に
馬
頭
観
音
出
水
鳴
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

そ
う
言
へ
は
二
百
十
日
よ
日
本
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

背
の
伸
び
し
子
ら
と
再
会
休
暇
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

醤
油
に
も
五
輪
の
シ
ン
ボ
ル
夏
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

秋
の
田
に
添
へ
る
色
な
し
美
し
き
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

秋
雨
の
し
ぶ
き
に
揺
る
る
酒
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
《
川
柳
》

実
力
も
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
運
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

目
覚
ま
し
も
近
い
利
尿
う
に
事
が
済
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

近
く
て
も
お
店
が
遠
い
老
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

さ
と
の
風
蝉
鳴
く
傍
で
コ
オ
ロ
ギ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

何
時
ま
で
も
近
く
に
居
て
ね
思
う
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

コ
ロ
ナ
避
け
近
隣
ス
ー
パ
ー
ひ
と
だ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

篤
志

近
く
て
遠
い
月
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

侘
し
さ
は
近
く
て
遠
い
娘
に
逢
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

田
村　

民
子

近
づ
い
て
内
緒
話
が
で
き
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

コ
ロ
ナ
禍
で
近
づ
く
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

近
い
う
ち
訪
れ
る
と
は
逃
げ
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

近
い
の
に
何
度
も
聞
く
は
嫌
が
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
ア
イ
子

近
く
て
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
と
お
い
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
桐　

朱
実 

彼
岸
花
亡
き
人
偲
ぶ
近
景
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

職
場
ま
で
車
で
２
分
パ
パ
歩
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
９
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
９
月
届
出
）

野
田　

虎
ノ
葉
（
こ
の
は
）
さ
ん

　
　
　

拓
茉
・
梨
奈
さ
ん
の
子　
　

柿
木

山
根　

蒼
大
（
そ
う
た
）
さ
ん

　
　
　

寛
貴
・
紗
耶
さ
ん
の
子　
　

樋
口

松
林　

帆
花
（
ほ
の
か
）
さ
ん

　
　
　

龍
太
郎
・
真
由
美
さ
ん
の
子　

沢
田

　《
寄
稿
》

神
楽
の
思
い

河
野　

君
江

　

今
年
も
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来

た
。
祭
り
と
言
う
と
神
楽
が
つ
き
も
の
で

あ
る
。
そ
の
神
楽
が
今
年
も
コ
ロ
ナ
で
な

く
な
っ
た
。
二
年
続
き
で
寂
し
い
な
ぁ
。

山
陰
の
石
見
神
楽
、
山
陽
の
神
楽
を
見

せ
て
も
ら
う
。
石
見
神
楽
の
面
に
対
し

て
山
陽
で
は
化
粧
し
た
神
楽
、
ど
ち
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
舞
で
あ
る
。

時
に
は
見
物
人
が
出
て
い
っ
し
ょ
に
舞
う

の
で
あ
る
。
皆
で
喜
ん
で
見
た
も
の
だ
。

　

そ
の
神
楽
見
物
も
若
い
人
も
い
な
く
子

ど
も
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
人
口
減
少
で

年
寄
り
ば
か
り
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
先
ど

ん
な
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
不
安
を
感
じ
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
が
、
地
域
が
寂

れ
る
の
だ
。
又
来
年
こ
そ
少
し
で
も
元

気
で
楽
し
い
日
々
を
送
り
神
楽
が
あ
る

事
を
願
って
い
る
。

　

地
域
に
活
気
が
ほ
し
い
和
の
心

　

千
の
風
コ
ロ
ナ
収
束
手
つ
だ
って

師
井　

教
思　
　

さ
ん　

87
歳　
　

田
野
原
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